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第１８６２回例会(2007 年 2 月 27 日) 

点鐘            仁部会長 

ロータリーソング   手に手つないで 

会長挨拶            仁部会長 

 

視覚障害者の皆さん方が喜んでいます。 

 ２月１６日（金）東公民館で卓球台のお披露

目がありまして、招かれて出席してきました。

こじんまりしたお披露目でしたが、喜びの雰囲

気は伝わってきました。クラブの皆さん方にく

れぐれも感謝の心をお伝え下さいとのことで

す。まず、報告をさせて頂きます。月２回、金

曜日が練習日だそうです。是非ご来場下さいと

のことです。私も一緒に楽しんできました。 

４月１日の合同花見会は、杉戸中央さん

の都合で中止になりました。 

「（財）ロータリー米山奨学会」の制度に

ついて 

目的は「将来母国と日本との架け橋となって、

国際社会で活躍する優秀な留学生を奨学する

こと」にあります。「優秀」とは、 

① 学業に対する熱意や優秀性 

② 異文化理解 

③ コミュニケーション能力への意欲や能力に

優れている 

以上の３点だそうです。 

奨学金の種類 

＊ 学部課程・修士課程・博士課程ロータリー

米山奨学金 

高専専攻科・大学・大学院対象の代表的プログ

ラム（月額 学部１０万円・修士１４万円・博

士１４万円） 

＊ 地区奨励ロータリー米山奨学金 

大学・大学以外の教育機関を対象とするプログ

ラム（月額 ７万円） 

＊ クラブ支援ロータリー米山奨学金 

上級課程に進学する奨学生のための延長制度

（月額 １４万円） 

世話クラブが、期間を延長して奨学生を支援し

たい場合に適用される制度です。延長期間の奨

学金の半額は世話クラブ負担となる。従来は、

博士号取得見込み者に限っていたが、新制度で

は、上級課程への進学者にも拡大した。 

＊ 現地採用ロータリー米山奨学金 

優秀な人材を日本に招聘・支援する新制度（月

額 ７万円） 

＊ 海外学友会推薦ロータリー米山奨学金 

海外学友会と共同で行う上級研究員招聘プロ

グラム（月額 １４万円） 

（１９．２．２７ ロータリーの友２月号から） 

幹事報告           下津谷幹事 

① 中村ガバナーエレクト事務所より次年度公

式訪問日程表が来ております。 

Rotary Club of SUGITO 

杉戸ロータリークラブ週報 

2006～2007 年度 RI のテーマ 

Lead the way 
会長 仁部前明 幹事 下津谷忠男 会報委員長 田中昌夫   



 

 

② インターシティー・ミーティングのお礼状

が来ております。 

委員会報告 

米山奨学委員会 

渡辺良一会員に米山功労者のメダルと表彰状

が届いております。 

 

ロータリー研究会に出席して渡辺良一会員 

 ２月２５日（日）に川口リリアにて開催され

ました「パスト会長を中心とするロータリー研

究会」に行って来ましたので、簡単に報告を致

します。内容としては、まず以下の基調講演の

あと、質疑応答が行われました。 

１． クラブ運営におけるパスト会長の役割 

２． ＲＩについて 

３． ロータリー財団の近況 

４． クラブリーダーシッププラン 

５． 新世紀への提言とロータリー家族 

６． 識字と教育 

７． 最新の米山奨学情報 

いろいろと話を聞きましたが、全体を通して感

じたのは、これからのロータリーをどうしたら

よいのか？ということでした。会員が減少して

いる中で女性会員をもっと勧誘したらどう

か？常に危機を感じてもっと積極的にロータ

リー活動に参加して欲しいということでした。 

また、パスト会長は良い影響を与えるようにし

て欲しいとのことです。その他としては、田村

ガバナー年度の月信をインターネットで流す

ということをやりましたが、会員が平等に情報

を入手出来るように従来の形のほうが良いの

ではないかとか、ガバナー事務所の固定化の話

も出ておりました。  

 

卓話             下津谷会員 

 

《地区に於ける世界社会奉仕(WCS)の歩み》 
1 つは、ネパールの結核撲滅のための支援活
動です。ネパールでは、結核が蔓延し亡国病

といわれています。 
1968年、わが地区の廣澤輝雄 PGは、使用済
み切手を集めてネパールに BCG を送ろうと
いう運動を展開され、20 年間に約 20 億枚の
使用済み切手が集められ、BCG70万人分を送
られ接種されたことが報告されています。(秋
山 PG 談) 1970 年、河野秀夫 PG は、ネパ
ールにおける WCS の支援を地区大会で取り
上げられ、当時で 200万円を拠出されました。
(秋山 PG談) 
1973年、ネパールのｶﾄﾏﾝｽﾞ RCが、ﾍﾙｽﾜｰｶｰ(保
健要員)の養成のために、WCS ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ交換
に登録し資金援助を求めました。1976年、こ
のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを秋山博医師(PG)と川口西 RC が
WCS事業として取り上げました。春日部 RC
の平野壽医師(PG)は、所属第 10 分区と共に
この事業に合流、平野医師と 3 名の会員が翌
年の始めｶﾄﾏﾝｽﾞ RCを訪問、ﾍﾙｽﾜｰｶｰ養成の実
施機関となるネパール結核予防協会(NATA)
に援助金を贈呈しました。日本人医師岩村昇

博士がネパールに赴き、この国の結核撲滅の

為に 1962年から約 20年間に渡って献身的な
活動をされましたが、博士の指導の基に運営

されていたのが NATA です。尚博士は、R･I
の創設したﾛｰﾀﾘｰ国際理解と平和賞の最初の

受賞者です。1978年、平野医師のｶﾞﾊﾞﾅｰ就任
と共に地区の事業となり、1998年、絡結する
まで 20 年間支援が続けられました。総支援
金 411,800 ﾄﾞﾙ。同協会はわが地区の協力のも
と、保健要員の養成、ﾍﾙｽ ﾎﾟｽﾄ(小さな保健所)
の設置、保健教育情報ｾﾝﾀｰの建設が成され、

結核の治療だけでなく予防や栄養、保健衛生



 

 

等の教育機関としての役割も果たしています。 
私は終結時の地区 WCS 委員長として関わり
ましたが、ネパールの日本大使館ではこの事

業を高く評価していました。尚、同協会には、

日本の皇族方が訪問され、日本政府が協会付

属の病院をﾘﾆｭｰｱﾙしています。 
2 つ目は、ﾛｰﾀﾘｰﾍﾞﾀｷﾞﾕﾆｵﾝﾊｲｽｸｰﾙの建設と運
営です。1986年、NHK ﾍﾞﾝｶﾞﾙ語ｱﾅｳﾝｻｰ E･A･
ﾁｮｳﾄﾞﾘ氏(元米山奨学生)は、ﾛｰﾀﾘｰの友誌上で、
生まれ故郷バングラデシュ  チッタゴン県ベ
タギ村の朽ち欠けたﾊｲｽｸｰﾙの再建を訴えまし

た。杉戸 RC を始め、地区内外のﾛｰﾀﾘｱﾝ、関
係者の支援が細細と続けられましたが、地区

が２分割された 1988 年、金子雅英ｶﾞﾊﾞﾅｰ、
PG秋山博地区 WCS委員長は、ﾁｮｳﾄﾞﾘ氏の熱
い訴えに応え、翌年 2 月ネパール行きの途中
ベタギを視察、ここに地区主導の事業として

ｽﾀｰﾄします。 
そして 1995年、3棟の白亜の校舎が完成、翌
年 1 月仙崎昭信ｶﾞﾊ ﾞ ﾅ ｰが現地に赴き、
RID2770教育信託基金を 4万ドル設定、利息
約 10％の 7割を奨学金に、3割を学校の保守
費用に当てることにしました。尚、建設費約

4200万円、その半分近くは各分区、地区内外
の RCや会員、一般市民の寄付から成ります。 
1998 年貧困家庭の児童への里親制度導入(2
年後前倒し資金提供し終了)又、ﾛｰﾀﾘｰ財団の
ｼﾞｬﾊﾟﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを使い、４人の教師が日本の大

学に１年間留学、日本語教育を受け帰国後校

舎内で生徒に日本語を教えています。その後、

ﾁｮｳﾄﾞﾘ氏は子供達に手に職をつけたいと願い、

職業訓練所の設置を計画しました。旧校舎を

補修し、準備の矢先 2004年 1月逝去 。2年
後の 2006 年 1 月、当地区の支援のもと開校
しました。尚、ﾁｮｳﾄﾞﾘ氏は、学校の建設に大

きな力となり、学校の名付け親でもある秋山

PGを｢建校の父｣と敬っていました。 
次に３つ目は、日本ﾕﾈｽｺ協会主催の世界寺子

屋運動に対する資金提供です。 
会員各位のご協力を頂いた、書き損じ葉書の

回収による資金は、７年間で１億円にものぼ

りましたが、日本ﾕﾈｽｺ協会を通して、ネパー

ル、バングラデシュ、インド、フィリピン、

ベトナム、中国の、主に農山村の地域に寺子

屋を建て、児童に教育の機会を与え、婦人達

の識字教育等に幅広く利用されています。尚、

この事業には、さいたまﾕﾈｽｺ協会会長 本多隆
氏(大宮 RC)が深く関わっています。 
４つ目は、これらの援助の検証と、ネパール

ではお金を直接渡す必要上、そして発展途上

国の実情を知り、親善の輪を広げる世界社会

奉仕(WCS)の旅です。湾岸戦争時の中止を除
き 24年間続けられた WCSの旅も、田中徹夫
ｶﾞﾊﾞﾅｰ年度を最後に休止していましたが、森

田武司ｶﾞﾊﾞﾅｰの強い意向で、2006 年１月 25
日～30 日の日程で行われ、バングラデシュ 
ベタギでは職業訓練ｾﾝﾀｰの開所式に出席、又、

学校の実情を視察しました。 
私は WCSの旅に 10回参加していますが、参
加ﾒﾝﾊﾞｰとの友情を深め、思い出深い旅が味わ

えました。 
以上が地区 38 年間の世界社会奉仕活動の概
略でございます。 

 

出席報告            田中会員 

出席免除 ２名 休会 ２名 

月日 会員数 出席 欠席 MU 出席率

2/27 24 12 12 5 71% 

 

スマイル報告          田中会員 

仁部会長→４月１日の合同お花見会が中止に

なりました。３月２７日の例会は杉戸ＲＣだけ

の夜のお花見会を予定しています。日程に組み

入れていただきたいです。 

下津谷幹事→細井さん鏡を設置していただき

有難うございます。 

武井会員→全国ローターアクト研修会の為、24

～25 日に金沢に行って来ました。 

渡辺良一会員→早いものでもう２月も終わり

です。３月は税金の申告があるので嫌な月です。 

他→新井会員、黒岩会員、庄司会員、舟越会員、

戸賀崎会員、本多会員、田中会員 

 

       本日投入額  １９，０００円  

       累計額   ６４９，０００円 


